
鯖
江
藩
家
臣
団

関
係
史
料
目
録
並
び
に
解
説

竹

内

信

は
じ
め
に

本
稿
は
間
部
家
文
書
の
う
ち
鯖
江
藩
家
臣
団
に

関
す
る
史
料
の
目
録
及
び
そ
の
解
説
稿
で
あ
る
。

間
部
家
文
書
と
は
旧
鯖
江
藩
に
の
と
さ
れ
た
藩

庁
史
料
の
総
称
で
、
現
在
鯖
江
市
民
会
館
内
郷
土

資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
酒
井
祥
光
氏
の
手
に
よ

っ
て
早
く
か
ら
そ
の
整
理
が
す
す
め
ら
れ
、
す

で
に
昭
和
二
十
七
年
に
『
間
部
文
書
年
次
白
島

(
以
下
『
年
次
目
録
』
と
略
す
)
と
し
て
公
刊
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
酒
井
氏
の
「
間
部
文
書
に
つ

②
 

い
て
」
な
ど
に
も
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い

る。
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そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
間
部
家
文
書
は
「
日
記
」

と
「
江
戸
到
来
御
用
状
」
(
以
下
「
御
用
状
」
と

略
す
)
と
に
大
別
す
る
乙
と
が
で
き
る
。

竹
内

夫

「
日
記
」
の
う
ち
古
い
も
の
は
、
正
徳
六
年

(
享
保
元
年
)
の
正
月
と
享
保
二
年
の
正
月
の
ぶ

ん
で
、
乙
れ
は
間
部
詮
房
が
高
崎
城
主
で
あ
っ
た

時
代
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
「
日
記
」
は
間
部
氏

の
村
上
時
代
(
享
保
二
年
か
ら
同
五
年
)
の
も
の

を
欠
い
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
享
保
十
一
年
か
ら

明
治
三
年
の
も
の
ま
で
が
二
百
五
十
九
冊
残
さ
れ

③
 

て
い
る
。
一
方
、
「
御
用
状
」
の
方
は
宝
永
八
年
(
正
徳

元
年
)
の
も
の
を
最
古
と
し
て
、
正
徳
期
か
ら
享

保
期
に
い
た
る
聞
の
史
料
、
即
ち
間
部
氏
の
高
崎

時
代
、
村
上
時
代
、
鯖
江
時
代
と
ほ
ぼ
連
続
し
て

現
存
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
年
の
も
の
ま
で
総
数

④
 

三
百
七
十
四
冊
が
残
さ
れ
て
お
り
、
両
者
と
も
今

後
の
利
用
、
活
用
体
制
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
間
部
家
文
書
に
は
こ
う
し
た
「
日

記
」
や
「
御
用
状
」
の
ほ
か
に
、
い
わ
ゆ
る
「
雑

⑤
 

件
書
類
」
と
称
さ
れ
て
い
る
史
料
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ま
『
年
次
目
録
』
に
よ
る
と
総
数

八
十
点
の
少
数
で
、
「
日
記
」
や
「
御
用
状
」
か

ら
み
る
と
小
規
模
な
史
料
群
で
あ
る
が
、
実
は
ζ

れ
ら
の
史
料
こ
そ
鯖
江
藩
の
性
格
を
究
明
す
る
た

鯖
江
蒸
家
臣
団
関
係
史
料
目
録
並
び
陀
解
説

め
に
重
要
な
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ

る
。
乙
れ
ら
「
雑
件
書
類
」
の
う
ち
代
表
的
な
史

⑥
 

「
御
規
則
書
」
や
「
領
内

料
を
あ
げ
て
み
る
と
、

⑦
 

組
々
村
明
細
牒
」
や
若
干
の
絵
図
類
な
ど
が
み
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
史
料
の

う
ち
筆
者
が
最
も
関
心
を
も
っ
て
い
る
藩
家
臣
団

関
係
の
史
料
に
つ
い
て
そ
の
目
録
に
、
史
料
の
解

説
を
加
え
て
報
告
を
す
す
め
て
み
た
い
と
思
う
。

な
お
、
目
録
化
を
行
う
に
あ
た
り
便
宜
上
そ
れ

ぞ
れ
の
文
書
を
、

付

藩
職
員
録
・
分
限
帳

(ゴ

職
制
・
任
免

国

由
緒
・
家
譜

の
三
分
類
を
行
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
藩
家
臣
団

関
係
史
料
の
な
か
に
は
原
本
に
あ
た
る
も
の
と
、

副
本
(
写
本
)
に
あ
た
る
も
の
と
が
現
存
さ
れ
て

い
る
場
合
と
が
あ
る
。
い
ま
仮
り
に
原
本
に
あ
た

る
も
の
を
甲
類
、
副
本
に
あ
た
る
も
の
を
乙
類
と

し
て
解
説
を
す
す
め
た
い
。
な
お
文
書
の
形
態
は

総
て
縦
・
横
の
寸
法
(
糎
)
に
よ
っ
て
表
示
し
て

お
い
た
。

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



竹
内

鯖
江
藩
家
臣
団
関
係
史
料
目
録
並
び
に
解
説

28 

し
-

藩
職
員
録
・
分
限
帳

一
御
家
人
名
前
秩
入
(
縦

)
M
×
(
横
)
四
一
冊

無
年
記
。
間
部
家
々
臣
と
な
っ
た
諸
氏
の
名

列
で
、
宝
永
元
年
か
ら
安
政
五
年
に
至
る
ま

で
の
召
し
出
し
年
代
順
に
家
臣
姓
名
が
書
き

つ
ら
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
部
、

朱
に
よ
っ
て
姓
名
欄
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

袋
の
表
に
は
「
御
用
書
物
植
田
頼
母
・
松

本
縫
殿
・
五
十
嵐
佐
左
衛
門
・
間
部
司
馬
」

と
あ
る
。
植
田
氏
ら
は
い
ず
れ
も
重
臣
。

〔二〕
御
家
人
帳
伊
呂
波
寄

v
hバ
u

〈

n口

ρ
n
U
¥ノ
4
』
止

の
γμ

無
年
記
。
全
鯖
江
藩
士
名
を
い
ろ
は
順
に
書

き
並
べ
た
冊
子
で
あ
る
。

後
述
す
る
国
由
緒
・
家
譜
一
・
二
の
「
御
家

人
帳
」
乙
類
を
も
と
に
し
て
作
成
さ
れ
た
の

が
本
書
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
士
姓
名
の
下
に

該
当
す
る
「
御
家
人
帳
」
の
番
号
が
朱
に
よ

っ
て
書
き
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
一
種
の

索
引
で
あ
る
。

冊

〔三〕
分
限
帳

日
U

く
AUZ

寸
l
ょ
、
ノ

Oγμ

一
冊

無
年
記
。
幕
末
期
詮
勝
時
代
の
分
限
帳
で
あ

る。藩
家
老
か
ら
諸
下
代
に
い
た
る
ま
で
の
藩
士

に
つ
い
て
役
職
・
禄
高
・
姓
名
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

本
史
料
に
よ
る
藩
士
・
諸
扶
持
人
の
総
数
は

約
四
百
五
十
名
で
あ
る
。

同
職
制
・
任
免

〔ー〕
甲文
類化
30 制
×御
20 家
老
乙前
類録

vhυ 

〆、
n
H
U

ρ
O
〉

Q
A

Q
ノ

ω

無
年
記
。
宝
永
元
年
か
ら
天
保
十
五
年
に
い

た
る
間
に
藩
家
老
職
を
つ
と
め
た
諸
氏
の
名

列
で
あ
る
。

本
史
料
に
よ
る
と
、
間
部
氏
が
は
じ
め
て
家

老
職
を
お
い
た
宝
永
元
年
か
ら
天
保
十
五
年

ま
で
の
聞
に
家
老
職
に
あ
っ
た
の
は
二
十
三

名
で
そ
れ
ら
は
植
田
氏
、
奥
村
氏
(
一
時
期

間
部
と
称
す
)
ら
、
八
家
の
上
級
武
士
層
で

占
め
ら
れ
て
い
た
。

各
一
冊

f二〕
文

じ(化
に形制
つ態御
き、城

略同代
す|前
'-./(ー〕録
l乙
閉
じ甲
。類

同の
|み
〔六〕
まー
で冊
同

無
年
記
。
宝
永
元
年
か
ら
天
保
十
五
年
ま
で

城
代
職
に
あ
っ
た
諸
氏
の
名
列
で
あ
る
。

間
部
氏
が
こ
の
職
制
を
実
際
に
お
い
た
の
は

宝
永
七
年
で
あ
る
が
、
享
保
七
年
に
な
る
と

こ
の
職
制
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
じ
た
が
う

て
そ
の
十
二
年
の
聞
に
城
代
で
あ
っ
た
の

は
、
初
代
小
堀
勘
十
郎
と
初
代
一
吉
武
市
右
衛

門
(
後
ち
勢
家
と
改
む
)
の
二
名
に
す
ぎ
な

、.。城
郭
を
も
た
な
か
っ
た
鯖
江
蓄
に
あ
っ
て
は

城
代
職
は
不
必
要
な
職
制
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

〔三〕
文
化
制
御
家
老
役

録

甲
類
・
乙
類
二
種

各
一
冊

無
年
記
。
宝
永
元
年
か
ら
天
保
十
五
年
に
い

た
る
聞
に
家
老
役
職
(
こ
の
職
制
は
天
明
四

年
か
ら
年
寄
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。
)
に
あ

っ
た
諸
氏
の
名
列
で
あ
る
。

家
老
役
(
年
寄
)
は
総
政
を
担
当
し
て
い
た

も
の
で
、
こ
の
史
料
に
よ
る
と
乙
の
聞
に
二

十
一
名
が
こ
の
職
務
に
つ
い
て
い
た
。

甲
類
の
み

〔四〕
文
化
制
加
判
之
中
老
前
録

一
冊
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無
年
記
。
宝
永
元
年
か
ら
文
化
十
四
年
の
聞

に
お
い
て
加
判
中
老
職
に
あ
っ
た
諸
氏
の
名

列
で
あ
る
。
三
十
二
名
の
加
判
中
老
職
に
あ

っ
た
藩
士
姓
名
が
記
載
さ
:
れ
て
い
る
。

〔五〕
文
化
制
御
中
老

録

甲
類
・
乙
類
二
種

各
一
冊

無
年
記
。
宝
永
元
年
か
ら
文
化
十
四
年
の
聞

に
中
老
職
に
あ
っ
た
諸
氏
の
名
列
で
あ
る
。

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
こ
の
間
に
中
老
職
に

あ
っ
た
の
は
十
八
名
ハ
十
家
)
で
あ
っ
た
。

〔六〕
文
化
制
御
用
J人
前
録

Jめの御 iこ無
てで用周年
い、人人記

たこは職
。の公 l乙宝
間武あ永
百・つ元
四文た年
一卜武諸か
三を氏ら 甲
名担の文 類

が当名化 ・
用し列十 乙
人てで四各類
職いあ年一二
をたるの冊種
勤も。間

29 

可
i
J七
御
用

λ
以
上
取
扱
御
定
軟
入
釘
×
四
一
一
冊

弘
化
二
年
の
も
の
。
家
老
・
年
寄
・
加
判
中

老
・
恥
い
み
老
・
番
頭
・
用
人
以
上
の
家
格
を
規

定
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
藩
士
の
昇
進
に

つ
い
て
の
規
定
箇
条
も
定
め
た
も
の
で
あ

竹
内

鰭
、
江
藻
家
臣
団
関
係
史
料
目
録
並
沙
陀
解
説 マ

hv

。
そ
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
右
は
前
々
よ
り
之
御
格
合
を
以
御
取
扱
方

取
調
相
伺
候
之
処
、
上
競
之
通
被
ニ
仰
出
一

依
レ
之
江
戸
御
在
所
ニ
も
壱
冊
宛
相
認
置
、

向
後
御
家
老
・
御
年
寄
・
加
判
御
中
老

被
=
仰
付
-
候
も
の
致
ニ
熟
覧
一
右
御
定
之

趣
堅
可
=
相
守
-
旨
、
今
般
御
下
知
被
ニ
仰

出
一
依
て
被
コ
成
下
一
者
也
、

弘
化
二
乙
巳
年
七
月

植

田

頼

母

⑮

間

部

司

馬

⑮

松

本

縫

殿

⑮

山

口

伝

治

⑮

五
十
嵐
佐
左
衛
門
⑮
」

〔八〕
御
家
中

録
定
量主

般
入
部
×
却

冊

文
政
十
一
年
。
こ
の
史
料
そ
の
も
の
に
は
表

題
は
附
さ
れ
て
い
な
い
が
、
乙
の
史
料
が
納

め
ら
れ
て
い
る
袋
の
お
も
て
に
「
御
家
中
永

録
定
書
」
と
あ
る
。

本
史
料
は
間
部
氏
家
臣
の
家
格
・
昇
進
等
を

規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
諸
士
に
対
す

る
役
料
・
勤
金
に
つ
い
て
も
規
定
し
た
も
の

で
あ
る
。
奥
室
田
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ヲ
匂
。「
右
之
通
被
ニ
仰
山
山
-
候
堅
相
守
此
末
御
家
中

之
面
々
昇
進
・
御
役
替
等
相
伺
候
節
此
御

定
帳
得
と
熟
覧
之
上
取
調
侯
可
ν
仕
候
:
・

(
中
略
)
:
・
向
後
御
家
老
・
御
年
寄
・
加

判
御
中
老
被
ニ
仰
付
-
候
も
の
御
座
候
節
は

相
伺
候
上
此
御
定
帳
相
見
為
仕
可
ν
申
候
。

子
附
之
者
え
は
堅
見
せ
不
ν
申
候
様
取
扱

可
v
仕
候
者
也
。

文
政
十
一
甲
成
年
四
月

小

堀

勘

十

郎

⑮

鈴

木

源

左

衛

門

⑮

(
後
略
)
」

国

由
緒
・
家
譜

〔ー〕
寛

で(保無政
あ家九年 改
る臣年記甲御
。'-'" 0 29家
と詮宝×人
な勝永 21帳
つ時元
た代年乙甲
諸'-'" 27類
氏の詮×・
の間房 19乙
家に時 類
別間代各二
の部)十種
系氏か二
譜家ら冊
書人天
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甲
類
・
乙
類
と
も
壱
之
上
、
壱
之
下
、
弐
之

上
:
:
:
と
分
か
れ
一
組
十
二
冊
の
膨
大
な
史

料
群
で
あ
る
。

本
史
料
の
記
載
の
内
容
は
、
各
家
臣
の
召
し

出
し
年
月
日
、
相
続
年
月
日
か
ら
主
要
役

職
、
禄
高
(
給
米
・
扶
持
一
角
)
、
隠
居
名
、

没
年
等
が
歴
代
願
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ζ

の
史
料
に
よ
る
と
、
こ
の
聞
に
間
部
氏
に

仕
え
た
の
は
四
百
十
四
家
に
達
し
て
い
る
。

〔二〕
天
保
改
御
家
人
帳

甲
類
・
乙
類
二
種

、lJ

(
形
態
同
一
に
同
じ
)
各
一
冊

無
年
記
。
天
保
十
年
か
ら
安
政
五
年
ま
で
の

間
に
鯖
江
藩
士
と
な
っ
た
諸
氏
の
家
別
・
年

代
順
系
譜
書
で
あ
る
。
、‘4ノ

記
載
の
内
容
は
国
|
一
に
同
じ
で
あ
る
。
こ

〆
ltι

、

の
聞
に
お
い
て
藩
士
と
な
っ
た
の
は
五
十
三

家
で
あ
る
。

〔三〕
安
政
改
御
家
人
帳

甲
類
の
み

nuυ

，、
4
1
4

0
，
“
、
ノ
の
ノ
μ

一
冊

無
年
記
。
安
政
七
年
か
ら
廃
藩
時
の
明
治
三

年
の
聞
に
藩
士
と
な
っ
た
諸
氏
の
家
別
の

系
譜
書
で
、

い
U

。

記
載
の
内
li7 

廿

は

同

〔ー〕
に
同

乙
の
聞
に
藩
士
と
な
っ
た
の
は
十
三
家
で
あ

る
。
従
っ
て
、
宝
永
元
年
十
二
月
に
詮
房
が

は
じ
め
て
家
臣
を
召
し
か
か
え
て
か
ら
明
治

三
年
に
至
る
聞
に
間
部
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た

諸
氏
は
四
百
八
十
家
で
あ
る
。

こ
う
し
て
鯖
江
藩
家
中
す
べ
て
の
系
譜
履
歴

が
判
明
す
る
の
は
誠
に
貴
重
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。

四
寛
政
改
小
頭
以
下
代
数
書
剖

xm
四
冊

無
年
記
。
『
年
次
回
録
』
に
は
五
巻
と
あ
る

が
、
現
在
は
巻
首
を
欠
い
て
い
る
。
乙
の
史

料
は
鯖
江
藩
に
て
小
頭
で
あ
っ
た
諸
氏
の
系

譜
書
で
あ
る
。

本
史
料
の
第
二
巻
に
は
召
し
か
か
え
年
月
不

詳
の
小
頭
五
十
四
家
の
系
譜
、
第
三
巻
に
は

享
保
元
年
か
ら
宝
暦
十
三
年
の
聞
に
召
し
か

か
え
ら
れ
た
小
頭
六
十
八
家
の
系
譜
、
以
下

第
四
巻
に
は
明
和
二
年
か
ら
寛
政
十
二
年
ま

で
の
八
十
三
家
、
第
五
巻
に
は
寛
政
十
三
年

か
ら
天
保
十
年
ま
で
の
八
十
四
家
の
系
譜
が

書
か
れ
て
い
る
。
記
載
の
内
容
は
同
l
一
に

r
i
N
 

ほ
ほ
同
じ
で
あ
る
が
、
全
体
的
に
み
て
粗
雑

さ
が
目
立
つ
史
料
で
あ
る
。

小
頭
と
は
一
般
に
卒
族
、
中
間
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
た
階
級
で
、
い
わ
ゆ
る
士
分
以
外
の

下
級
武
士
の
こ
と
で
あ
る
。

〔五〕
天

家乙系に無保
での譜小年改
あ問書頭記小
るにでと。頭
。小、し天以
頭目て保下
と|召十代
な〔四〕しー数
つにか年書
た続かか
のくえら
はもら安
総のれ政
数。た五
七諸年
十氏の
ーの間

nuυ

〆、
A
H
U

o
v
'
ω
¥
/
nヨ
υ

冊

六
江
戸
小
頭
以
下
代
数
害
問
×
幻

無
年
記
。
江
戸
在
住
の
小
頭
と
な
っ
た
諸
氏

の
系
譜
書
で
あ
る
。
第
一
巻
に
は
安
政
七
年

か
ら
寛
政
十
三
年
ま
で
の
小
頭
二
十
七
家
の

系
譜
、
第
二
巻
に
は
享
和
三
年
か
ら
天
保
九

年
の
四
十
三
家
、
第
三
巻
に
は
天
保
十
一
年

か
ら
慶
応
四
年
ま
で
の
三
十
二
家
の
系
譜
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

冊
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乙
こ
で
、
『
年
次
目
録
』
に
だ
け
あ
っ
て
現
存

し
な
い
史
料
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
文
化
制
御
番
頭
前
録
・
:
同
の
職
制
・
任
免
に

附
随
す
る
史
料
で
あ
る
。
宝
永
元
年
か
ら
天

保
十
五
年
の
聞
に
番
頭
職
に
あ
っ
た
諸
氏
の

名
列
で
あ
ろ
う
。

〔二〕
鯖
江
藩
重
役
名
列
け

仁j

〔三〕
御

料 l瞭緒在
。のの所

索〔四〕小
引 I 頭
で〔六〕以
あに下
ろ記代
う載数
。さ書

什れ伊
|た日
〔二〕小波
と頭寄
聞の
種い
のろ
史は

〔四〕
安

譜治国政
書期| 改
でま〔五〕小
あでに頭
ろの続以
う聞く下
l乙史代
小料数
頭で書
と、

な安
つ政
た五
諸年
氏か
のら
系明

幻

〔五〕
江

索記戸
引載小
でさ頭
あれ以
ろた下
う江代
。戸数
詰伊
め呂
小波
頭寄
の:

ろ(ヨ
は|
j煩〔七〕
のに

お

わ

り

に

国
出

通
称
八
百
巻
と
も
い
わ
れ
る
間
部
家
文
書
の
な

か
で
、
藩
家
臣
団
に
関
す
る
史
料
は
以
上
み
て
き

た
と
お
り
そ
の
量
は
少
い
。
し
か
し
、
少
い
な
が

ら
も
そ
れ
ら
の
史
料
は
き
わ
め
て
良
質
な
も
の
ば

か
り
で
あ
る
。

さ
し
あ
た
っ
て
は
、
寛
政
|
天
保
|
安
政
の
各

御
家
人
帳
・
小
頭
以
下
代
数
書
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析

す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
藩
家
臣
団
の
成
立
過
程
を

検
討
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
の
基
礎
的
作
業
に
加
え
て
、
在
地
に
の
こ
さ

れ
た
家
臣
団
関
係
史
料
1

た
と
え
ば
「
高
崎
城
中

③

⑨
 

名
前
附
」
や
「
正
徳
四
年
改
家
臣
録
」
な
ど
を
活

用
し
て
ゆ
け
ば
、
鯖
江
藩
家
臣
固
に
関
す
る
研
究

も
大
き
く
進
展
す
る
も
の
と
思
う
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
と
と
と

し
、
今
回
は
関
係
史
料
の
目
録
と
そ
の
内
容
紹
介

で
稿
を
終
え
た
い
と
思
う
。

(
附
記
)
本
稿
を
作
成
す
る
た
め
、
間
部
家
文
書
を
自
由
に
閲

覧
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
鯖
江
市
民
会
館
長
若
泉

喜
一
氏
は
じ
め
御
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
同
館
職
員

竹
内

鯖
江
藩
家
臣
団
関
係
史
料
目
録
並
び
に
解
説

の
方
々
に
お
礼
申
し
ま
す
。

註
①
「
鯖
江
市
史
料
所
在
目
録
」
第
一
集
(
昭
和
四

十
九
年
刊
・
同
市
史
編
纂
委
員
会
編
)
に
本
目

録
が
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ
た
。

②
福
井
県
立
鯖
江
高
等
学
校
郷
土
研
究
部
紀
要

「
郷
土
」
第
三
号
、
(
昭
和
三
十
八
年
刊
)

③
・

@
ζ
の
史
料
総
数
は
い
ず
れ
も
『
年
次
回

録
』
に
よ
る
。

⑤
本
稿
で
は
通
称
い
わ
れ
て
い
る
「
雑
件
書
類
」

の
名
称
を
使
用
し
た
が
、

ζ

の
名
称
は
本
当
は

正
し
い
も
の
で
は
な
い
。
と
の
機
会
に
正
し
く

分
類
し
て
史
料
相
当
の
名
称
を
与
え
る
と
と
を

希
望
し
た
い
。

⑥
鯖
江
落
家
訓
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
『
年
次
目

録
』
に
は
「
総
目
録
」
の
外
十
巻
と
あ
る
が
現

在
は
第
三
・
八
巻
の
二
冊
を
欠
き
八
冊
が
現
存

し
て
い
る
。

⑦
「
御
陣
屋
附
明
細
牒
」
・
「
下
新
庄
組
明
細
牒
」
、

以
下
「
木
本
領
家
組
」
・
「
圧
境
組
」
「
東
俣

組
」
・
「
乙
坂
組
」
の
各
明
細
牒
に
分
れ
各
組

の
庄
屋
な
ど
の
変
遷
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

③
鯖
江
市
本
町
四
丁
目
、
回
代
清
痴
氏
所
蔵

⑨
鯖
江
市
旭
町
一
丁
目
、
吉
田
一
郎
氏
所
蔵
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